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　昨年ご好評いただいた七夕の日の

雅楽公演「今昔雅楽集」の第2弾を、

7月6日（土）に開催いたします。今回

は「舞の絵巻」と銘打って、前回十分

にご紹介できなかった舞の音楽を中

心にお贈りします。プログラムのメイ

ンは舞楽の古典3曲。まず、
さほう

左方（唐

楽＝中国系の渡来音楽）の
ひらまい

平舞（穏

やかな舞）で、『源氏物語』に登場す

ることでも名高い《
せいがいは

青海波》。これに

対して《
らんりょうおう

蘭陵王》は左方の
はしりまい

走舞（活発

な舞）の代表曲で、学校の音楽の教

科書にもよく採り上げられる舞楽で

最も有名な演目です。この《蘭陵王》

と
つがいまい

番舞（対の舞）で演じられるのが
うほう

右方（
こまがく

高麗楽＝朝鮮系の渡来音楽）

の走舞の《
らくそん

落蹲》で、《
な そ り

納曽利》の別

名でも知られています（舞人の数に

よって曲名が変わります）。この3曲

で、平舞と走舞、左方の舞と右方の

舞という舞楽の全体像が分かるプロ

グラムになっています。

　雅楽を聴く楽しみとは何だろう？

と自分なりに考えるなかで出会った

言葉があります。作曲家で日本の伝

統音楽に造詣の深い増本伎共子氏

の著書『雅楽入門』（音楽之友社、新

版2010年）の一節です。増本氏はこ

の本のなかで雅楽の理論を説明す

る際、西洋音楽の知識や常識を一旦

忘れて、柔軟な感性で接するように

と勧めます。「そうすれば、〔中略〕よ

り広い視野と聴覚とで音たちを考え

るヒントが生まれ、未知の世界（実は

自分の国の音楽なのだが……）を体

験することができると思う。それは

ちょうど、エスニック料理を初めて食

べるときと同じような体験なのでは

なかろうか?」（p.195-196）

　雅楽がエスニック料理? 意外なよ

うで、もしかするとこれは絶妙のたと

えかもしれません。今回の演奏会で

採り上げる現代雅楽作品《紫御殿物

語・鳥瞰絵巻》の作曲者である伊左

治直さんも次頁でお書きのように、

雅楽とはもともと、アジア大陸各地

の“エスニックな”音楽の集合体なの

ですから。増本氏の文章は、雅楽の

理論を学ぶための助言として書かれ

た言葉ですが、同時に音楽の聴くコ

ツを示唆しているようでもあります。

　舞楽で奏される「
おいぶき

追吹」や「
おめりぶき

退吹」

は、私の好きな雅楽の響きです。今

回の演奏会では《蘭陵王》で舞人が

登退場するときの音楽〈
りょうおうらんじょ

陵王乱序〉

と〈
あまらんじょう

安摩乱声〉において龍笛が吹く

演奏法です。西洋音楽の用語で説明

すれば、追吹は拍節的なカノン、退

吹は無拍節のカノンということにな

ります。しかし雅楽は西洋音楽とは

異なる原理でできているので、ずれ

た旋律同士がぶつかり合い、刺激的

な音響が生まれます。西洋音楽の感

覚からすれば、耳障りな不協和音に

思われるかもしれません。聴き方に

よっては前衛音楽のようでもありま

す。料理にたとえれば、まさに香辛料

のきいたエスニック料理といったと

ころでしょう。

　雅楽は日本の伝統音楽です。雅楽

を耳にすると、絵巻物のなかの平安

貴族の姿や、荘厳な宮廷、神社仏閣

の風景、そんな日本ならではのイメー

ジが自然と想像されます。その雅び

やかさ、美しさを味わう一方で、試み

に“日本”という先入観を取り去って

雅楽を聴いてみると、また別の面白

さ―私たちの知らない“日本”―

が（再）発見できるかもしれません。

加えて現代の私たちが親しむ西洋音

楽の感覚から自由になることも、増

本氏の言葉のとおり、雅楽をより楽

しむコツでしょう。何しろ雅楽が成

立した日本とは、現代の日本と地続

きでありながら千年以上隔たった、

現代とは異なる文化の風が吹き、異

なる音楽観の土壌が広がる“日本”

なのです。

再発見・雅楽
あるいは再発見・日本
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文：篠田大基

「今昔雅楽集」前回公演　《露台乱舞》より



　雅楽は世界最古のオーケストラと

言われます。しかし、その源流を辿る

と、中国、朝鮮半島、更にはインド、ペ

ルシャはじめ多様な国の文化が入り交

じり、沸騰するような熱い血の交わり

から生まれる“日本”の姿が見えてき

ます。たとえば今回のチラシの、舞楽

の装束や面の容貌をじっくり見ている

と、これが本当に“日本”なのか、その

イメージが揺らいでこないでしょうか。

そして時代も本当に古いのか、逆に

現代アートではないのか、とも。千年

も歴史を越えると、パラレルワールド

のような別の“日本”が存在する錯覚

さえ感じてきます。

　こういった思いから2013年に《紫

御殿物語》が作曲されました。今回演

奏される《紫御殿物語・鳥瞰絵巻》は、

《紫御殿物語》を俯瞰する（＝鳥瞰）

絵巻という意味で、50分ちかい原曲

から約半分の長さに編曲されたもの

です。しかしダイジェストである一方

で、新たに副題もつけられ、原曲とま

た違った魅力が生まれています。

　オリジナルの《紫御殿物語》は〈紫

御殿〉に始まり〈紫ノ舞〉に至る全10

曲の組曲でした。これらの副題は全て

花の名前から取られていて、まるで平

安王朝文学に出てきそうな、いかにも

“日本らしい”雅やかな名前が多く見

受けられます。ですが実は、どの花も

元を辿ると中南米、東南アジア、アフ

リカなどの熱帯原産です。

　また雅楽には人前でみだりに演奏

してはならず、ごく一部の人にのみ伝

わる「秘曲」が存在しました。あるいは

和歌には「歌枕」という、多く詠み込

まれる名所旧跡がありますが、その中

には架空の場所もあったそうです。そ

こから想を得て、場所も時代も様々に

出現する「紫御殿」という架空の御殿

をイメージし、「紫御殿」でしか聴かれ

ない幻の音楽という設定で作曲し、

各曲に小さい物語を付しました。その

物語は、たとえば在原業平と藤原高

子の逢い引き先が紫御殿であった

（〈珠簾〉）、安土桃山時代には南蛮音

曲の技法を秘かに修得し、人知れず

紫御殿で奏でた楽人がいたのではな

いか（〈紫紺野牡丹〉）等々。歴史にif

（もしも）は禁物と言われますが、こ

の、「もしかしたら、こんな雅楽がかつ

てあった……かも知れない」という想

像は、作曲家としても、そして日本史

愛好家としても、刺激的なものです。

　これらの考えを確信させてくれたの

が、この「今昔雅楽集」で聴かれる

数々の曲です。前回公演の《露台乱

舞》の宴会芸としてのユニークな雅楽

や歌、そして本公演の伎楽の、パレー

ド音楽としての楽しさは未知の雅楽

で、いわば雅楽の“自由”を感じさせる

ものでした。そこからイメージが拡が

り、たとえば《行道乱声》は、終曲〈紫ノ

舞〉のアイデアの元になっています。私

自身、これらが一緒のプログラムで演

奏されることが、とても楽しみです。

　紫御殿ワールド、どうぞご期待下

さい。

■紫御殿物語・鳥瞰絵巻

第一曲：あやかしの御殿のことなど

（「紫御殿」「珠簾」）

第二曲：甘き朝と色香の吐息漏れる

夕べのことなど（「蓮霧」「夕化粧」）

第三曲：虎の尾の煌めきと龍の火を

吹きたることなど（「金虎ノ尾」「噴火

龍」）

第四曲：南蛮渡来の秘曲とねじれる

時間の秘法のことなど（「紫紺野牡

丹」「果物時計」）

終曲：天空の遊びと地上の舞のことな

ど（「極楽鳥花」「紫ノ舞」）

●プロフィール
伊左治直（いさじ すなお）
現代音楽系の作曲からブラジル音楽のライ
ブなど、様々な活動を展開。芥川作曲賞、出光
音楽賞、2018年「南蛮劇場―伊左治直 個
展」で佐治敬三賞を受賞。

わたしが感じる雅楽の魅力と
《紫御殿物語・鳥瞰絵巻》のことなど
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今昔雅楽集 二、舞の絵巻
2019.7.6（土）17：00（16:45プレトーク）

一般¥3,500／

U-25（25歳以下）¥1,000 [全席指定]

●プログラム
芝 祐靖 復曲：伎楽 行道乱声、獅子、迦楼羅
伊左治 直：紫御殿物語・鳥瞰絵巻
舞楽　青海波、蘭陵王、落蹲　ほか

■公演情報
�

文：伊左治 直



　6月16日（日）の「ちょっとお昼に

クラシック」には、チェンバロとヒス

トリカル・ハープという2種類の古楽

器を操るユニークな音楽家、西山ま

りえさんが登場。音楽作品の背景に

ある歴史に目を配らせ、工夫をこらし

たコンサート・プログラミングで定

評のある西山さんから、今回の公演

用に提案されたプログラムは、「トッ

カータ特集」。16世紀イタリアで活

躍した作曲家C. メールロ（1533～

1604）に始まり、G. フレスコバル

ディ（1583～1643）、J. J. フローベ

ルガー（1616～1667）、D. ブクステ

フーデ（ca. 1637～1707）を経て、

J. S. バッハ（1685～1750）に至る

トッカータの歴史をチェンバロとバ

ロック・ハープで年代順にたどるとい

うコンセプトです。

　プログラム案をいただ

いた2月半ば、西山さん

にお話をうかがいまし

た。場所は高円寺の西山

さんのスタジオ「Mサロ

ン」。今回の公演にも使

われる二段鍵盤チェン

バロやバロック・ハープ

など数々の美しい楽器

に囲まれた空間でインタ

ビューをさせていただき

ました（協力：ムジカキア

ラ）。

―なぜトッカータなの

でしょう？

　実はこれ、ずっと温め

ていたアイデアだったん

です。チェンバロの音楽

で一番有名な作曲家と

いえば、間違いなくバッ

ハですよね。そのバッハのなかで、誰

でも聞き覚えがある曲といえば、やっ

ぱりあの〈トッカータとフーガ ニ短

調〉でしょう？「フーガ」については学

校の音楽の授業でも習いますけれ

ど、では「トッカータ」って何のことか

知られているのかなって思ったんです

ね。17世紀はトッカータが爆発的に

作られた時代なんです。だから、バ

ロック時代が始まる頃、1598年にイ

タリアで出版されたメールロのトッ

カータから始めて、バッハまでのトッ

カータの流れをチェンバロとバロッ

ク・ハープでたどるコンサートができ

たら面白いなあと思ったんです。

―トッカータは、フーガの前など

に演奏される技巧的な曲ですよね。

事典で調べると、「触れる」という

意味のイタリア語の“ to c c are

(トッカーレ)”が語源で、楽器に触

れる手の器用さを見せる音楽とあ

ります。

　“toccare”を英語で言えば“touch

(タッチ)”です。もちろん楽器に「触

れる」という意味もありますが、でも

トッカータはそれだけの意味ではな

かったかもしれない。たとえば外国

の人と話をするとき、“touch”という

言葉はよく使いませんか？　「物に

触れる」というときだけでなくて、「心

にピッときた」というときに“touch 

my mind”とか、「連絡を取り合いま

しょう」というときに“ k e e p  i n  

touch”とか。心が通じ合うというと

き、“touch”はいつも使う言葉なん

です。そこで私なりの持論ですけど、

楽器と自分が触れ合う、それを通じ

て音楽と自分の心がつながるような

感覚が、トッカータにはあると思うん

です。さらに言うと、トッカータは17

世紀には教会のミサや典礼の最初

に弾かれましたから、もしかしたら、

神様とか天界とか、自分を超える偉

大なものとつながるような意味合い

もあったのではないでしょうか。

　ミサで最初に弾かれるトッカータ

は、ほとんど即興演奏で、それを後か

ら楽譜に書き起こして出版されたん

です。私自身、即興演奏をするときと

いうのは、自分のなかにインスピレー

ションが降りてくるかどうか……も

のすごい恐怖なんです。それでも弾

き始めると、不思議とどこからか音

楽が生まれてきて、その尊い時間の

流れのなかに足をぐっと踏み込んで

いける。トッカータを演奏するとき

も、自分の心と音楽が触れ合って、

最後にはつながり合うように感じら
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トッカータ ～バロック音楽の100年に“触れる”～
西山まりえさん（チェンバロ＆バロック・ハープ）インタビュー

©Naoya Yamaguchi

文・聞き手：篠田大基



れると、その曲もその後の曲も、その

流れの上に乗れる気がするんです。

だから私にとってトッカータは、これ

から演奏するというときの大事な「始

まりの儀式」、「音楽の礼拝の時間」

なんです。そんなわけで、「トッカー

タ」という曲名の「触れる」という意

味合いは大切だと思っていました。

―トッカータには演奏技巧を見せ

るだけにとどまらない、もっと深い

意味が込められていたんですね。

　トッカータには、たしかに技巧的

な激しく動くパッセージもあります。

それは、17世紀のとくにイタリアの

音楽の場合、カトリックの礼拝と密

接な関係にあるんです。当時の教会

は優秀な音楽家を雇って彼らに演奏

をさせることで、教会に人を集めよう

としました。今回演奏するフレスコバ

ルディは、ローマのサン・ピエトロ大

聖堂でオルガンを弾いて3万人の群

衆を集めたといいますから、誇張も

あると思いますが、すごいですよね。

「あそこの教会に行くと、すごい音楽

が聴けるらしい」と沢山の人に知っ

てもらうには、音楽が派手になってい

くのも仕方ないことですよね。

　でも私には、17世紀初めのメール

ロなどのトッカータは、もっと内省的

な音楽に感じられるんです。この感

じをお伝えしたく、コンサート前半の

トッカータには、神秘的な雰囲気が

漂う曲を選びました（笑）。人々が教

会に集まるのは、音楽を聴くためで

はなくて、死後に天国に行けるよう

に罪の赦しを得るためでしたから、

音楽を聴くという行為も、音楽を通

して自分が天界とつながりたいとい

う気持ちからではないでしょうか。

　そんな初期のトッカータからバッ

ハのトッカータまでをたどっていく

と、だんだんと技巧的になって、使わ

れるモティーフも耳に残

りやすくなるし、曲の規

模も大きくなります。ブク

ステフーデのトッカータ

はバッハに本当にそっく

りで、バッハはブクステ

フーデに相当影響された

と思いますね。でもバッ

ハのトッカータは、ブク

ステフーデよりもっと規

模が大きくなっています。

―バッハの〈トッカータ ハ短調〉

BWV911は演奏時間が10分を超え

る大曲ですね。ブクステフーデまで

のトッカータが長くて5分程度だっ

たのに比べると、圧倒的な長さで

す。どうしてバッハはこんな曲を

作ったのでしょう？

　バッハにしてみれば「どうだ！」って

言わんばかりだったかもしれません

ね。神を讃えて、同時に神に仕える自

分のすごさも見せるかのような、そう

いう音楽になっています。このトッ

カータは、バッハの死後、19世紀初頭

に1曲ずつバラバラに出版、販売され

た現存する7曲のうちの1曲ですが、

書かれたのは20歳前後の時期で、若

さがみなぎる、弾く人に対して容赦の

ない力作ですね。このトッカータ集の

CDを作ろうと、昨年末に録音したん

ですが、どの曲も長いうえに、3声、4

声が一遍に右手にからまってきたり、

しかもそれがものすごく速かったりし

て、「私の右手、どうなっちゃうんだろ

う」と思ったくらい。そのなかで今回

演奏するハ短調の曲は、同じテーマ

が何回も何回も繰り返し出てきて、弾

く者としては体力的にも精神的にも

大変です。でも素晴らしいんです！

―教会や神、あるいは王侯貴族に

仕える音楽家から、一人の人間とし

ての音楽家へ、音楽家の姿も変

わっていくわけですね。トッカータ

の流れをたどると、そんな歴史も見

えてきそうです。

　音楽を聴くとき、作品の歴史的な

背景が分かると、音楽自体も面白く

なるということがあると思うんです。

バッハが先人たちのアイデアや様式

に自分なりに手を加えて、あれだけ

の大曲が生まれたわけですが、そこ

までのトッカータの流れを伝えられ

たら、バッハのすごさ、素晴らしさ

も、もっと深く理解していただけると

思います。

9

ちょっとお昼にクラシック
西山まりえ
（チェンバロ＆バロック・ハープ）

2019.6.16（日）13:30

¥1,500 [全席指定／1ドリンク付き]

●プログラム

メールロ：第2旋法のトッカータ 第5番

フレスコバルディ：トッカータ 第8番

フローベルガー：トッカータ 第2番 ニ短調

ブクステフーデ：トッカータ ト長調
　　　　　　　　　　　   BuxWV165

J. S.バッハ：トッカータ ハ短調 BWV911

 ほか

■公演情報
�
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　今回紹介した事業以外にも、出演者オーディションを経て、コンサート出演していただく「茨城の名手・名歌手たち」や水戸

市民の皆様の発表の場である「水戸市芸術祭」など、水戸芸術館のステージに立っていただく様々な企画を行っています。皆

様のご参加をお待ちしております。

　ヨーロッパの教会では、

天から降り注ぐ光のよう

な荘厳で輝かしい響きを

持ち、神の奏でる音楽を

現前させるパイプオルガ

ン。この楽器の王様とも

呼ばれる大オルガンの実技レッスンを行う講座が「市民のた

めのオルガン講座」です。講師は、ソロ活動に加え、日本の主

降り注ぐ光の如き聖なる楽器、パイプオルガンを弾く［市民のためのオルガン講座］
要オーケストラとの共演を重ね、2010年には小澤征爾水戸芸

術館館長指揮によるサイトウ・キネン・オーケストラのカーネ

ギーホール公演にも出演しているオルガニストの室住素子さ

ん。講座は、6か月間12回のレッスンを経て、最後に発表演奏

会に出演していただく実技レッスンコースとパイプオルガンを

気軽に楽しんでいただく1回体験コースがあります。選考は申

込書類をもとに行います。募集期間は4月2日（火）～5月31日

（金）。オルガンへの熱い思いを書き綴って、ポストへGO！

　「人類最高の芸術作品」と賞賛されるベートーヴェンの〈交

響曲 第9番〉。その第4楽章には、人類の連帯、世界の平和の

願いが託されたシラーの詩による独唱と合唱が付けられてい

ます。この合唱パートの参加者を毎年募集しています。毎年12

月に水戸芸術館広場を会場として、大空に向かって歌声を響

かせます。器楽パートは2台のエレクトーン、2台のピアノ、ティ

ンパニが受け持ちます。今年で19回目を迎える公演ですが、今

や合唱参加者は300名をはるかに超え、就学前のお子さんか

人類の理想を天高く歌い上げる［水戸の街に響け！300人の〈第九〉］
ら80代、90代の大ベテランの方まで450名近くに達しようと

しております。コーラス経験の有無は問いません。9月から始ま

る練習（全6回）にご参加いただくことが参加条件となります。

　今年の公演日は12月8

日（日）。7月31日（水）応募

締切。皆で人類の理想のし

らべを天高く、歌い上げま

しょう！

　水戸芸術館音楽部門では、アマチュアの愛好家の方からプロフェッショナルの音楽家まで、多くの方々にコンサートのス

テージに立っていただく、様々なプログラムを行っています。これから募集を開始する3つの企画について、ご案内いたします。

　茨城にゆかりのある演奏家

及び演奏団体の皆様に、独立

した1回のコンサートをご企

画、ご出演していただく演奏

会企画です。これまでに、数多

くの名演が繰り広げられてき

ました。ある若手演奏家の方は、音楽大学を卒業し、演奏家と

してのキャリアの記念すべき第一歩として、デビュー・リサイタ

ルを行いました。ある演奏家の方は、すでに日本各地で活躍さ

れていて、リサイタル・ツアーの一環として故郷に錦を飾りまし

た。また、数多くの音楽愛好家の方々が、毎日の仕事や家事な

どで忙しい時間をやりくりして、人生の喜びとして、合唱団や

吹奏楽団の一員としてステージに立っています。そして、地域の

演奏家たちが全力を注ぐ栄光のステージ［茨城の演奏家による演奏会企画」
音楽活動を牽引する、ベテランの演奏家の方々が、演奏活動

の柱の一つとして、継続的に公演を重ねていらっしゃいます。

　選考はデモ音源と書類をもとに行います。2020年度の応募

受付は5月7日（火）～6月7日（金）。水戸芸術館のステージに立っ

た名演奏家たちの系譜に、あなたの名前を連ねてみませんか！

　2019年度の実施企画は次の通りです。

11.4(月・祝) 高山三智子［ピアノ］、12.14(土)Corodia［女声合唱］

12.15(日) Duo la Bilancia［2台ピアノ］、2.11(火・祝) 兼氏規雄

［クラリネット］、2月 Nexus Brass Band［英国式金管バンド］

3.1(日) 水戸うらら女声合唱団［女声合唱］、3.7(土) 井上 修

［ピアノ］、3.8(日) M. L. R.．［女声合唱］、3.15(日) 所 香菜［ピアノ］

3.28(土) 塙 美里［サクソフォン］、3.29(日) あひる会合唱団

［混声合唱］（敬称略）

水戸芸術館のステージに立とう! ～出演者、参加者募集～
文：中村 晃



　前回ご紹介したように「文化」とい

う大きな枠組みの中のひとつの構成

要素が「芸術」である。今回は、この

「芸術」についてのお話の第1回目。

　文学、音楽、美術、演劇、舞踊など

をひとまとめにして一つの領域とみ

なす「芸術」という概念は、18世紀

の中頃、つまり近世の西ヨーロッパ

で誕生したものであるとされている。

それならば、中世を代表するギョー

ム・ド・マショーやルネサンスのオケ

ゲム、ジョスカン・デ・プレ、そしてバ

ロック期のモンテヴェルディ、J.S.

バッハの音楽でさえ、「芸術」では無

いということになりそうである。確か

に、これらの作曲家たちが生きた時

代には、個々のジャンルを一つにま

とめる言葉として「芸術」という語は

存在していなかった。18世紀中ごろ

以降の近代の人たちが、「芸術」とい

う概念を過去に投影することで、こ

れら古い時代を含む芸術としての音

楽の歴史を作り上げているのだ。

　今日「芸術」を意味する「ar t（英

語、フランス語）」のそもそもの語義

は、「技術」である。中世における

「ar t」は、「自由な技術［自由学科］

（liberal arts）」と「機械的技術［熟練

的技術］（arts mécaniques）」に大き

く二分されていた。これらの分類は古

代以来の伝統を持ち、大学における

一般教養科目を構成していた「自由

な技術［自由学科］（liberal arts）」

（具体的には文法・修辞学・論理学の

3学と算術・幾何・音楽・天文学の4

科）に対して、「機械的技術［熟練的

技術］（arts mécaniques）」の多くは

職人仕事に属するものとされていた。

ちなみに音楽や詩は前者に属する一

方で、造形美術などは後者として扱

われており、社会的なステータスに

格差があったことは興味深い。

　18世紀に入り「芸術」と言う言葉

の成立を試みた最初の例の一つが、

バトゥー（1713-80）の『唯一の原理

に還元された諸芸術』（1747年）だ。

バトゥーは技術を意味する「art」とい

う名詞に「美しい（beaux）」という形

容 詞 を つ け た「 美し い 技 術

（beaux-arts）」を「芸術」と表現し、

他の技術（art）と区別した。その後、

「art」という名詞に形容詞をつけて

「芸術」という術語を作り出そうとす

る試みは、バトゥーに限らず18世紀

中頃のさまざまな理論家たちによっ

て為されたが、バトゥーのドイツ語訳

（1751年）をきっかけにフランス語の

「beaux-arts」の直訳である「schöne 

Künste」という語句が定着していく。

日本でも当初（明治5年/1827年以

後）は、これを直訳した「美術」が芸

術の意味で用いられた。その後、日

本語で「芸術」と「美術」の区別が定

着したのは明治30年（1897年）以降

のことだが、最初に「藝術（「芸術」は

後世に手が加えられた略字体表記）」

という訳語を用いたのは明治16年

（1883年）の中江兆民と考えられて

いる。

　ここに至って、近代的な「芸術」観

が誕生した背景には、「美しい」という

概念が大きく関わっていることがお分

かりいただけたかと思う。18世紀中

頃には「芸術」一般を対象とする学問

としての「美学（aesthetica）」も生ま

れている。この学問の道を拓いた一人

がバウムガルテン（1717-62）で、『美

学』という表題をもつ書物を1750年

に著している。実は、18世紀以前の合

理主義の時代にあっては、理性こそが

人間の知性を高みへと導く最も重要

なものであり、「美しい」などという感

性的、想像力が作用する領域は反理

性的なものとして、人々を誤った方向

に導くものとして批判的に捉えられて

いた。バウムガルテンは、この感性的

な能力を反理性的なものではなく、

理性の下位に位置するとはいえ、理性

に類する認識能力であるとして、美学

を学問として成立させようとした。し

かし、このような考えのもとでは、「芸

術」は、理性的なものに比べて劣った

ものとしてとどまってしまうことにな

る。これに対し、「芸術」により高次の

本質的な意義を与えたのが、カントを

はじめとするドイツ観念論の哲学者

たちである。そして、このドイツ観念

論の思索の到達点として登場した

ヘーゲルは、「芸術」の頂点ばかりか、

その終焉について語っているのだ。
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「ブンカ」と「ゲージュツ」のはなし
その2 芸術の誕生 文：中村 晃

●参考文献
小田部胤久『芸術の逆説 近代美学の成立』
（東京大学出版会 2001）
小田部胤久「ヘーゲル美学における芸術の
終焉と新生」（『ヘーゲルを学ぶ人のために』
所収 世界思想社 2001）
今道友信「美学とは何か」、佐々木健一「近
世美学の展望」（『講座美学1 美学の歴史』
所収 東京大学出版会 1984）



行楽シーズン恒例、国道6号の大渋滞に巻き込まれ、イライラを解消すべく一人カラオケ
大会をしつつ思いました。「最初に車にオーディオを搭載しようと考えてくれた人、ありが
とう。」 NO MUSIC, NO LIFE （り）

先日、実家で飼っているリスのくぅちゃん♂に冬眠の危機が訪れて大騒ぎでした。体は冷
え、本人は何かしらの危機か！？と言わんばかりにキーキー鳴き、急いで温めてなんとか
回復。季節の変わり目の寒暖差は人間もリスも苦手なようです。（咲）

1920年代のパリに憧れるアメリカ人がタイムスリップして、ヘミングウェイやダリなどの
芸術家と出会う映画「ミッドナイト・イン・パリ」。ストラヴィンスキーやサティなどの音楽
家も出てきたら・・と妄想が膨らみます。（鴻）

水戸室内管弦楽団第103回定期演奏会を前に、楽団員の島田真千子さん（ヴァイオリ
ン）は5月19日（日）の「プロムナード・コンサートEXTRA」にも出演されます。中田恵子
さんが弾くパイプオルガンとの共演をお楽しみに! （篠）

遠近両用メガネを新調しました。どんなものでも両用は便利ですが、扱いには慣れと注意
が必要ですね。さすがのシャア様も水陸両用は少し勝手が違ったのでしょうか。今年はガ
ンダム40周年。そりゃ近くが見えにくくもなってきますな…（て）

ヴェネツィア冬の夜明け前。水上バスに乗って霧の街を眺めていると、濃紺の空のもと運
河沿いのランプの橙色が水にゆらめいて絵の中にいるようだった。フェニーチェ劇場で
の華やかな夜から翌朝まで、ほんの束の間の、でも奇跡のような旅時間。 （樹）

茨城県の「子ども文化芸術大学」という事業の委託を受け、県内2つの小学校でワークショッ
プを行った。講師は、打楽器奏者の加藤訓子さんと彫刻家の石川理さん。石川さん製作の丸
太をくり抜いたログドラムを使い、加藤さんが太鼓を叩く醍醐味を子供達に伝えた。（中）
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INFORMATION

■編集後記

◆茨城の名手・名歌手たち 第29回 出演者オーディション
　5.6（月・振） 時間未定（応募状況により4月中旬決定） 入場無料

◆水戸室内管弦楽団 第103回定期演奏会
　（第2部指揮：小澤征爾、ピアノ：マルタ・アルゲリッチ）
　5.26（日）19:00、5.28（火）19:00
　料金［全席指定］S席¥20,000／A席¥18,000／B席¥15,000

◆ちょっとお昼にクラシック　
　西山まりえ（チェンバロ＆バロック・ハープ）
　6.16（日）13:30　料金［全席指定］ ¥1,500（1ドリンク付き）

◆今昔雅楽集 二、舞の絵巻 （出演：伶楽舎）
　7.6（土）16:45プレトーク、17:00開演
　料金［全席指定］一般¥3,500／U-25（25歳以下）¥1,000

◆高校生のための水戸室内管弦楽団メンバーによる公開レッスン
　7.15（月・祝） 時間未定　入場無料

コンサートホールATM

エントランスホール
◆パイプオルガン プロムナード・コンサート（入場無料）
 □5.4（土・祝）《ゴールデンウィークスペシャル》
 　川越聡子、南條由起（ヴァイオリン） 13:00～13:45

　□5.18（土）東方理紗 12:00～12:30／13:30～14:00

　□6.15（土）安井歩 12:00～12:30／13:30～14:00

　□6.22（土）佐藤初音 12:00～12:30／13:30～14:00

　□6.30（日）尾崎麻衣子 11:00～11:30／12:30～13:00

　□7.15（月・祝）加藤慶子 12:00～12:30

　□7.20（土）栗山美緒 12:00～12:30／13:30～14:00

◆プロムナード・コンサート EXTRA（入場無料）
 5.19（日）12:30～13:15
　島田真千子（ヴァイオリン）、中田恵子（オルガン）

◆水戸芸術館ACM劇場プロデュース
　アフター・ザ・シアトリカル・デイズ『ECTO（エクト）』
　監督・脚本・編集・音楽：渡邊琢磨　抽象場面監督：TAKCOM
　映像出演：染谷将太、川瀬陽太／佐津川愛美
　演奏：徳澤青弦、梶谷裕子、千葉広樹、鈴木正人 ほか全13名

5.25（土）13:00／17:00
5.26（日）14:00
料金［全席指定］一般¥3 ,0 0 0／
U-25（25歳以下）¥1,500

演劇・美術のイチオシ企画 !
ACM劇場

◆日比野克彦「明後日朝顔プロジェクト2019水戸」 
　5.18（土）10:00～17:00 苗植え
　※小雨決行（荒天時は翌日順延）

［参加費］無料
［会場］広場（2階回廊）、水戸京成百貨店外壁
［集合場所］広場（2階回廊）

現代美術ギャラリー

アルゼンチンのワインといえば
マルベック！牛肉と合うんだよなぁ。

5～7月の主な音楽イベント

『ECTO』©2019 MITO ARTS FOUNDATION

チケット・インフォメーション
《4.21（日）発売分》
■水戸室内管弦楽団 第103回定期演奏会
　（第2部指揮：小澤征爾、ピアノ：マルタ・アルゲリッチ）
　5.26（日）19:00、5.28（火）19:00

《5.25（土）発売分》
■ルドルフ・ルッツ オルガン・リサイタル 8.9（金）19:00

■ちょっとお昼にクラシック
　上野耕平（サクソフォン）
　9.1（日）13:30

■カルテット・プレミアム・シリーズ Vol.1
　ハーゲン弦楽四重奏団
　 9.29（日）15:00

《6.29（土）発売分》
■茨城の名手・名歌手たち 第29回
　9.8（日） 時間調整中

■村治佳織 ギター・リサイタル
　9.21（土）15:00

◆ステファニー・アルゲリッチ写真展
 ヨーロッパを中心に写真家、映像作家、プロデューサーとして活躍
　するステファニー・アルゲリッチ氏による写真展を開催します。

5.18（土）～6.2（日）
9:30～18:00 （月曜休館）
★アーティストトーク 5.26（日）18:10～
同会場にて、作家が自身の作品についてご紹
介します。




